
　
天
文
22
年
（
１
５
５
３
年
）
か
ら
永

禄
７
年
（
１
５
６
４
年
）
ま
で
５
回
に

わ
た
り
繰
り
広
げ
ら
れ
た
川
中
島
の
合

戦
。
北
信
濃
の
領
有
を
め
ぐ
り
、
武
田
・

上
杉
（
長
尾
）
両
軍
が
激
突
し
ま
し
た
。

中
で
も
、
永
禄
４
年
（
１
５
６
１
年
）

９
月
10
日
の
第
４
回
合
戦
は
、
戦
国
最

大
の
激
戦
と
も
言
わ
れ
、
大
河
ド
ラ
マ

「
風
林
火
山
」
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と

し
て
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
熾
烈
（
し

れ
つ
）
な
戦
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
両
者
の
雌
雄

を
決
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
武
田
信
玄
・
上
杉
政

虎
（
謙
信
）
と
も
に
、

戦
い
の
前
に
は
神
仏
の

加
護
を
願
い
、
多
く
の

神
社
・
寺
院
に
戦
勝
祈

願
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

一
宮
町
末
木
に
あ
る
慈

眼
寺
（
じ
げ
ん
じ
）
も

そ
う
し
た
祈
願
寺
の
一

つ
で
す
。
武
田
家
の
祖
、

武
田
信
義
に
よ
っ
て
再

興
さ
れ
た
と
い
う
伝
承

を
持
つ
慈
眼
寺
に
対
し

て
は
、
信
玄
の
崇
敬
も

あ
つ
く
、
寺
領
の
寄
進

や
十
間
四
面
の
大
規
模

な
薬
師
堂
の
建
立
な
ど
、

伽
藍
（
が
ら
ん
）
（
大

き
な
寺
・
寺
院
の
建
物
）
を
整
え
た
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
慈
眼
寺
に
は
、
信
玄
が
越
後
侵
攻
に

あ
た
っ
て
、
甲
斐
国
内
の
真
言
宗
・
天

台
宗
の
11
の
諸
大
寺
に
戦
勝
祈
願
を
依

頼
し
た
文
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
信
玄
公
戦
勝
祈
願
依
頼
廻
状
（
か
い

じ
ょ
う
）
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
文
書
は
、

長
野
市
に
あ
っ
た
長
沼
城
で
書
か
れ
、

真
言
宗
の
法
善
寺
（
南
ア
ル
プ
ス
市
）
・

普
賢
院
（
山
梨
市
）
・
大
野
寺
（
御
坂
町

の
現
福
光
園
寺
）
・
薬
王
寺
（
市
川
三
郷

町
）・
大
蔵
寺
（
石
和
町
の
現
大
蔵
経
寺
）・

法
光
寺
（
甲
州
市
）・
明
王
寺
（
増
穂
町
）、

天
台
宗
の
喜
見
寺
・
満
蔵
院
・
安
楽
院

を
回
覧
し
た
後
、
慈
眼
寺
に
残
さ
れ
た

も
の
で
す
。
作
成
年
は
書
い
て
あ
り
ま

せ
ん
が
、
信
玄
が
長
沼
城
に
在
陣
し
た

永
禄
11
年
（
１
５
６
８
年
）
の
も
の
で

あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
永
禄
４
年
の
第
４
回
川
中
島
合
戦
以

後
、
武
田
氏
は
主
に
西
上
州
（
群
馬
県
）

に
進
出
し
て
い
き
ま
す
。
北
信
濃
で
は

あ
ま
り
大
き
な
戦
い
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
武
田
氏
の
勢
力
は

徐
々
に
広
が
り
、
信
濃
に
お
け
る

上
杉
氏
の
勢
力
は
北
辺
の
飯
山
市

周
辺
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
永
禄
11
年
の
こ
の
出
兵
は
、
上

杉
方
の
武
将
本
庄
繁
長
が
信
玄
に

内
通
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
救
援

に
向
か
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
戦

い
で
信
玄
は
飯
山
城
の
攻
略
に
成

功
し
ま
し
た
。

　
こ
の
一
連
の
作
戦
が
成
功
し
た

た
め
、
慈
眼
寺
に
は
信
玄
か
ら
赤

地
金
襴
（
き
ん
ら
ん
）
の
七
条
袈

裟
・
毘
沙
門
天
像
・
地
蔵
菩
薩
像

と
水
晶
の
数
珠
が
寄
進
さ
れ
て
い

ま
す
。
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笛吹市男女共同参画推進委員会

　笛吹市男女共同参画推進委員会地域部会では、12月

11日に連合区長会との意見交換会を開催しました。区

長13人と推進委員12人が出席し、貴重なご意見を伺う

ことができました。

笛ちゃん 吹ちゃん

■問合せ先　　市民環境部　市民活動支援課　☎055（262）4111（内線173）

　男女共同参画をより身近に理解していただくために、推進

委員が会話劇のミニパフォーマンスを行った後、男女共同参

画のイメージについて話し合いました。

――�区長さんから�――

・男女共同参画という言葉は聞くが、話し合いは初めてなので、

どういうところが問題なのか学習しながら受け止めていき

たい。

・男女共同参画プランをじっくり読んだことはなかった。男女共同参画の実現は遠い道のりに感じる。

・男女の立場の違いは、長い歴史の上にあることなので焦ってはだめだと思う。また、幼少期からの教育

も大切。理解しあって人間としてどうしていくかが大切だと思う。

・自分の家庭でも、意識を改めていくよう努力したい。

　県内における女性区長数の資料と区長や区長代理を経験した女性の事例

を紹介し、地区役員への女性の登用について地域の状況や意見を伺いました。

――�区長さんから�――

・役員を決める時にはたいてい男性が出てくる。女性は人材がいてもなかなか出てこない。

・現状では、区の役は持ち回り。民生委員へ積極的に女性を登用した経過はある。

・区の3役にも女性に積極的に関わってほしい。しかし頼んでもなかなか受けてもらえないのが現状。

・今後は各地域の区長会や女性の集会などで学習会を開催するなど、区民へも浸透させていってほしい。

区長さんに男性が
多いのはなんで
だろう？

これから区の役員に
どのくらい女性が出
てくるかチュウ目し
てみよう！

他の部会はどう
なっているかな？

チュウ


